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ホモバニ リン酸+H 202- 堅坦- _
蛍光物質+2fI20
により尿酸を固定化ウリカーゼで分解 して H2
02を得,その H202 とホモバニ リン酸 (HVA)
を PODの存在下で反応させ,その結果生 じる
































3. ホモバニ リン酸 (特級,Lot.M2N 1858,
























1) 尿酸標準水溶液 :尿酸を 60mg/dl炭酸
リチウム水溶液で溶解 して 15mg/dl溶液とし,
その後蒸留水で希釈 して希釈系列を調整する｡
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収率は それぞ れ100,98% と非
常に満足できる結果となった｡また再現性としては,3.0m
g/dl,9.7mg/dlの患者血清を用
いて同時再現性を検討 したとこら,変動係数 (C.V.)はそれぞれ1.1,1.4% と
非常に良好な結果が得 られた｡10.固定化
ウリカーゼカラムの使用安定性図12のように,固定化ウリカーゼカラム
は30 1 2 3
月 数図12 固定化ウリカーゼカラムの使用安定性
2 4 6 8 10





図14蛍 光 法 の フ ロ ー チ ャー ト(血 清)
BlqnkMQrker(H202) Mqrker

































































































































緩衝液の pH の調整に十分注意す る必要があ
る｡ 本研究で開発 した蛍光測定法で使用す る
BistrisPropane 緩衝液ではブランクもほとん
ど無視でき,再現性,回収率,特異性のすべてに
優れている方法である｡ また,固定化ウリカー
ゼの安定性も極めて優れており,ウリカーゼ ･
カタラーゼ ･-ンチ反応とも非常によい相関を
示 し,日常検査法として十分利用できる測定法
である｡
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